
社会福祉協議会は、市民の参加と協力によって運営され、地域福祉の推進を図る民間の組織です。 
 
  

社会福祉法人 

三島市社会福祉協議会 
 

〒411-0841 

三島市南本町 20-30 

電話:055-972-3221 

F A X:055-972-3466 
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将
棋
で
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

新
春
将
棋
教
室
・
大
会  

 

 

 

 

平
成
30
年
１
月
６
日
（
土
）、
三
島
市
社
会
福
祉
会
館
に
て
、

将
棋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
一
七
の
会
」
と
三
島
市
社
協
に
よ
る
新

春
将
棋
教
室
・
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
７
歳
か

ら
85
歳
ま
で
の
初
心
者
・
経
験
者
を
含
む
30
名
で
、
各
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
将
棋
の
ル
ー
ル
説
明
を
受
け
た
り
、
対
局
を
楽

し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
将
棋
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
対
戦
す
る
と
い
う
企
画
で
平
成
27
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
す
。
回
を
重
ね
る
ご
と
、
将
棋
は
世
代
や
性
別
を
超

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
将
棋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
対
戦
だ
け
で
な
く
、
多
世
代
の

参
加
者
同
士
が
対
局
で
き
る
現
在
の
形
式
に
至
り
ま
し
た
。
こ

の
日
も
、
将
棋
盤
を
挟
ん
で
差
し
向
か
い
「
お
願
い
し
ま
す
」

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
「
参
り
ま
し
た
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
の
礼
で
終
了
す
る
対
局
過
程
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
温

か
い
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
、「
初
め
て
家
族
以
外
の
人
と
対

局
出
来
て
楽
し
か
っ
た
」「
久
し
ぶ
り
に
人
と
対
局
し
た
」「
大

人
と
対
局
し
て
負
け
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」「
企
画
を
続
け
て

ほ
し
い
」
な
ど
多
く
の
喜
び
の
声
を
い
た
だ
く
中
、
三
島
市
社

協
で
は
、「
一
七
の
会
」
と
共
に
、
将
棋
で
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
更
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

将
棋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
一
七
の
会
」 

趣
味
を
活
か
し
て
地
域

で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
外
出
が
困
難
な
方
の
お
宅
や
福

祉
施
設
を
訪
問
し
、
将
棋
・
囲
碁
の
対
戦
相
手
と
し
て
活
動
す

る
ほ
か
、
将
棋
教
室
・
大
会
を
開
催
。
問
い
合
わ
せ
は
、
三
島

市
社
協
ま
で
。
電
話
０
５
５
（
９
７
２
）
３
２
２
１ 
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地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
絆
づ
く
り  

ぽ
か
ぽ
か
大
会 
藤代町 

町内会長の吉岡さん（前列中央） 

   

平
成
29
年
12
月
17
日
、
藤
代
町
町
内
会
に

て
「
ぽ
か
ぽ
か
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

藤
代
町
で
は
、
現
在
子
ど
も
会
活
動
が
休

止
中
で
あ
っ
た
り
、
例
年
行
事
で
行
わ
れ
て

い
た
餅
つ
き
大
会
が
な
く
な
っ
た
り
と
、
少

子
高
齢
化
と
共
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
一
昨
年
、
町
内
会
誕
生
か
ら
50

周
年
を
迎
え
、
餅
つ
き
大
会
を
復
活
さ
せ
、
こ

れ
を
機
に
今
年
度
は
、
地
域
の
新
た
な
行
事

と
し
て
こ
の
「
ぽ
か
ぽ
か
大
会
」
が
企
画
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
会
長
の
吉
岡
さ
ん
が
発
起
人 

 

平
田
・
新
谷
・
玉
川
地
区×

「
あ
か
な
す
の
里
」
懇
談
会 

 

あ
か
な
す
の
里
（
玉
川
）
は
、
施
設
開
設
以
降
、
平
田
・
新

谷
・
玉
川
地
区
と
施
設
行
事
等
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
施
設
の
一
部
を
地
域
活
動
に
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
開
放
し
て
い
き
た
い
と
の
意
向
が
あ
り
、
三
地
区
の

自
治
会
長
を
は
じ
め
、
あ
か
な
す
の
里
施
設
長
、
第
１
層
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
静
岡
県
社
協
、
三
島
市
社
協
と
で

懇
談
会
を
昨
年
11
月
と
12
月
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 
懇
談
会
で
は
、
各
地
区
の
実
状
を
共
有
し
、
地
域
に
何
が
必

要
で
、
住
民
が
何
を
求
め
て
い
る
か
等
を
把
握
の
上
、
利
用
方

法
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
の
基
、
地
域
住
民
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ

の
調
査
結
果
に
応
じ
た
勉
強
会
を
開
催
し
、
住
民
主
体
の
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

   

と
な
り
、
次
の
50
年
に
向
け
て
の
地
域
づ
く

り
、
今
や
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再
生
す
る

可
能
性
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
熱

心
な
思
い
か
ら
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
開
催

に
至
っ
た
も
の
で
す
。
藤
代
町
は
閑
静
な
住

宅
街
の
中
、
平
ら
な
町
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
が

特
徴
で
す
。
今
回
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
こ

れ
ら
を
藤
代
町
な
ら
で
は
の
強
み
と
捉
え
、

公
民
館
、
公
園
、
市
営
藤
代
住
宅
集
会
所
、
ふ

じ
し
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
、
町
内
全
域
を
利

用
し
た
新
た
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
多
く
の
住
民
が
賑
や
か
な
人
の
声

に
誘
わ
れ
て
集
ま
り
、
各
場
所
で
は
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
、
中
国
式
健
康
体
操
、
お
や
じ
バ
ン

ド
に
よ
る
歌
、
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
や
ネ
イ
ル
ア

ー
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

「
外
に
出
る
と
季
節
と
人
が
待
っ
て
い
る 

季
節
の
あ
る
町 

藤
代
町
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
こ
の
町
内
な
ら
で
は
の
、
こ
れ
か
ら

10
年
…
50
年
先
も
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た
住
民
主
体
の
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

  

競
技
か
る
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し

く
ゆ
っ
く
り
百
人
一
首
を
楽
し
む
会
で

す
。
脳
ト
レ
に
最
適
で
す
。
60
歳
以
上
・

男
女
ど
な
た
で
も
、
か
る
た
が
好
き
な
方

大
歓
迎
で
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
／
三
島
市
社
会
福
祉
会
館
２
階 

と
き
／
第
２
・
４
金
曜
日 

13
時
～
16
時 

費
用
／
年
会
費
あ
り 

問
合
せ
／
若
草
カ
ル
タ
会 

瀬
川
さ
ん 

電
話
０
５
５
（
９
７
１
）
０
１
４
５ 

募集 

や
さ
し
く
楽
し
く 

百
人
一
首
を
楽
し
む
会 
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■サービスの内容 

１．福祉サービスを安心して利

用できるようにお手伝いし

ます。（福祉サービスの利用

に関する情報提供、相談／福

祉サービスを利用したい時

の利用手続きの援助／福祉

サービスに関する苦情解決

制度の利用手続きの援助） 

 

２．毎日の暮らしに欠かせな

い、お金の出し入れをお手伝

いします。（福祉サービスの

利用料、病院への医療費の支

払いの援助／年金、福祉手当

の受領に必要な手続きの援

助／金融機関での預貯金の

出し入れの手続きの援助） 

 

３．大切な書類や証書などを安

全な場所でお預かりします。  

※本人が書類等の保管場所

が分からなくなることや紛

失、盗難にあうことを防ぐた

め（通帳、印鑑、証書などの

お預かり） 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業 

 

一
般
寄
附
：
三
島
愛
石
会
／
南
婦
人

会
／
三
島
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

／
静
岡
福
祉
協
力
会 

渡
邉
仁
美
／

せ
せ
ら
ぎ
ラ
ジ
オ
体
操
会
／(

株)

マ
ル
ヨ(

有)

松
韻 

代
表
取
締
役
社

長 

伊
丹
秀
之
／
三
島
遊
技
場
組
合

／
飛
龍
高
等
学
校
三
島
ス
ク
ー
ル

／
Ｊ
Ａ
三
島
函
南
三
島
支
部
／
芦

川
陽
星 

物
品
寄
附
：
三
田
清
子
／
下
山
時
計

店
／
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
エ
ク
ス
プ

レ
ス
三
島
谷
田
店
／
三
島
退
職
公

務
員
連
盟
／
吉
田
義
博
／
第
一
生

命
労
働
組
合
沼
津
営
業
職
支
部 

※
順
不
同
・
敬
称
略 

９
月
１
日
～

12
月
31
日
受
付 

 

（右）飛龍高等学校三島スクール様より 

（左）第一生命労働組合沼津営業職支部様より 

   

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
け
れ
ど
、
手
続
き
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
。
銀
行
へ
行
っ
て
お
金
を
下
ろ
し
た
い
け
れ
ど
、

自
信
が
な
く
て
誰
か
に
相
談
し
た
い
。
公
共
料
金
の
支
払
い
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
、
通
帳
な
ど
の
大
事
な
書
類
の
管
理
が
心
配
。 

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
や
、
金

銭
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
、
あ
な
た
が
い
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
…
そ
れ
が
『
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
』
で
す
。 

 

■
利
用
で
き
る
人
（
対
象
者
） 

日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
等
（
注
）
で
あ
っ
て
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
の
情
報
の
入
手
、
理
解
、
判
断
、
意
思
表
示

を
本
人
の
み
で
は
適
切
に
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
が
対
象
で
、
福
祉
施
設
や
病
院
に
入
所
、
入
院
し
た
場

合
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
ご
本
人
と
利
用
契
約
を
結

ぶ
必
要
が
あ
る
た
め
、
一
定
の
判
断
能
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

（
注
）
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
高
齢
者
、
療
育
手
帳
や
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
有
す
る
人
に
限
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

■
利
用
料
に
つ
い
て 

相
談
や
支
援
計
画
の
作
成
に
か
か
る 

費
用
は
無
料
で
す
。
契
約
後
に
提
供
さ 

れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
有
料
と 

な
り
ま
す
。 

こ
の
ご
ろ
電
気
料
金

の
払
い
込
み
を
忘
れ

が
ち
だ
な
ぁ
… 

普
段
の 

お
金
の
管
理
が 

心
配
だ
な
ぁ
… 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
っ
て

ど
う
し
た
ら 

使
え
る
の
？ 

ど
ん
な
人
が 

利
用
で
き
る 

の
か
な
ぁ
… 
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。 

  
お し ら せ ／ ぼ し ゅ う ／ ご あ ん な い 

福祉車両・車椅子をご利用ください 

外出困難な高齢者や障がい者等の生活圏拡大と体力

の維持向上、また、交流・親睦の機会を増やすことで、

より良い日常生活が送られるように、福祉車両（車椅

子のまま乗降できる車両）及び車椅子の貸出をしてお

ります。通院、入退院、外出等でお困りの際は是非、ご

利用ください。なお、車椅子は複数用意してございま

すが、福祉車両は１台しかございませんので、利用さ

れたい予定日より早めに電話又は、来所されてご確認

ください。 

＊初めて利用する方は、お電話にてご相談ください。 

＊福祉車両のガソリン代は個人負担となります。 

＊車椅子の貸出期間は最長１ヶ月となります。 

＊子供用車椅子もご用意しております。 

＊各貸出は無料ですが、社会福祉協議会賛助会員のご

協力のお願いをさせていただいております。 

（年会費 4月～翌年 3月まで １口／1,000 円） 

参加者募集！居場所づくり勉強会 

居場所の作り方、運営方法、居場所を拠点とした見

守り・声掛け・助け合い活動などについて学ぶ勉強会

を開催します。 

と き／3 月 2 日（金）13：30～15：30 

ところ／三島市社会福祉会館 4 階 大会議室 

定 員／30 名（参加費無料） 

対 象／居場所づくりに興味のある方 

※参加者の駐車場はありません。お近くの駐車場又は

公共交通機関のご利用をお願いします。 

臨時職員募集中です！ 

「生活介護事業所えがお」で一緒に働いてくだ

さる方を募集しています。主に知的障がいのある

方が通所する“さくら班”で、利用者の皆さんと「え

がお」の絶えない施設を目指して働いてみません

か。 

職 種／生活介護支援員（臨時職員） 

業務内容／日常生活上の支援、食事等の介護、相談

及び援助、生産活動・創作活動の補助等 

勤務時間／平日 8時 30 分～17 時 15 分 

※詳細については下記、お問い合せ先までご連絡

ください。 

 

▲生活介護事業所えがお（新谷 190-2） 

お気軽にご相談ください ふくし総合相談 

三島市社協では、福祉に関する様々な相談を電

話又は来所にてお受けしています。相談内容に応

じて問題解決のお手伝いができるように助言や支

援、福祉サービスや関係機関等の情報提供を行っ

ています。 

相談時間／月～金曜日（祝日を除く）8 時 30 分～

17 時 00 分 

相談内容／生活や家族、福祉サービス、日常生活に

おける不安や福祉に関すること。介護サービスや

介護方法等について相談したいが、誰に聞いてよ

いかわからないことなど、介護全般に関すること。

各掲載内容に関するお申込み、お問い合わせは、 

三島市社会福祉協議会 電話 055-972-3221 

は
い
、 

相
談
員
で
す
。 

ボランティアをやって

みたい、お願いしたい

等、ボランティアに関す

ること。居場所づくりに

関する相談など。お気軽

にご相談ください。 

 


